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マドリードで宿泊したホテル
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Luze Castellana（ルゼ カステラナ）部屋数124室

（参考）
Canopy 314室、京王プラザ 1,438室 新宿ワシントン 1,633室、東横イン（四条烏丸）223室



泊まった部屋について
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ダブルもしくはツイン、バスタブ・シャワー・トイレ、コーヒーメーカー、水２本
ベッドの上に、歓迎のメッセージカードと飴



荷物を預けることについて
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日本で問い合わせをした結果

結果、無料で預けてもらうことに。正直に30ユーロの経緯を話したが、「気にしないで」と。
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Toledoから戻り再チェックイン

水を飲もうと冷蔵庫を開けると



その他
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● ベッドメイキングをお願いする。

●「Do not disturb」の札をかけて外出
部屋に戻ると、ドアの下の隙間からメッセージカード（以下の
内容）が差し込まれていた。

（写真無し）
もし本日ベッドメイキングの依頼をお忘れでしたら、１８時
までお申し付けください。
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スペイン視察で感じたこと①

●言語
空港やホテルフロントでは英語は通じるが、お店やツアーで基本はス
ペイン語。時にはスペイン訛りで聴き取りにくい時もあり。

●時間
時間の経過が遅く感じる。どちらかというと時間にルーズ。
公共交通は時間通り。

●治安
事前学習で提示した広場や地下鉄などでスリなどの危険は感じな
かった。一方でターミナル駅、百貨店、大手スーパーなどでは警備が
厳重。
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スペイン視察で感じたこと②

●ホスピタリティが高い国だと感じた。

①人々の気質 陽気で社交的。観光客に対しても気さくに接する。

②サービス ホテルやレストラン、規模の大中小を問わず、歓迎する
姿勢が充実していた。

③言語 大都市、中でも空港やホテルでは英語が通じるものの、基本
はスペイン語。とはいえ、不便を感じることはなかった。
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スペインの観光政策
●スペインの外国人観光客
8,500万人（2023年） ※日本 3,600万人（2024年）
GDPの14％ GDPの2%（2019年）

・観光客数の増加だけでなく、経済や環境への持続可能性を重視す
る政策を推進
・政府による、ピカソ・イヤーなど文化イベントを活用し、高付加価値な
観光政策を推進
・大都市に観光客が集中しないよう、地方の魅力をアピール。ある州
では観光税を導入し、その税収で地域振興を実施
・民泊の制限。観光客の流れを制御するため、バス路線をアプリに表
示させないなどの取組を実施
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スペインの観光政策の課題
●オーバーツーリズム
・バルセロナやマヨルカ島などの人気観光地がではデモが発生。
・住宅価格の高騰や生活コストの上昇で、地元住民が住みづらい環
境になる。
・バルセロナでは民泊の規制の議論
●インフラとサービスの限界
・公共交通や宿泊施設が追いついていない。夏季は需要過多。
・バルセロナでは観光バスの制限が試みられる。依然として交通渋滞や
環境負荷が課題。
●環境への負荷 ゴミや自然破壊
●労働環境
・観光産業の雇用は増加したが、低賃金や不安定な季節労働が多
い。また37.5時間（週）の労働時間も議論。
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ご清聴ありがとうございました


